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部 位§1基本事項

海外事例 S　NAKE　R　I　VER BR　I　DGE

L　橋 種　　，　片持式鋼製トラス橋

2．

支間長　　，　66m＋131m＋66m＝263m

3．幅 員　　，　車道11．552m＋歩道1．520m
4． 主構間隔　，　15．048m（C／Cトラス弦材）

5．

トラス高　，　18．240m（最大）

6，舗 装　　，　コンクリート舗装

7．床 版　　，　鉄筋コンクリート床版 190．5mm厚
8．

活荷重　　，　H　S20－44 （AASHTO1977）orTwo24kAXUES ＠4CTRS

9． 設計仕様書；

1） StandardSpecificationsfor HighwayBhdge。（TwelfthEdition）

InterimSpecificationThrough 1983

a）Roadway　Deck　and Piers；Load　Factor　Design

b）All　Other　Elements ，Service　Load　Design

10． MaterialS　l AccordingtoRequlrementsofTheStateof脚ashington．

〃　　　TheDepartmentof Transportation．

〃　　　TheStandardSpecification．

1）床版1 コンクリート～class　AX

2）鋼材l　ASTM　A36， A－572，A－588

（F．C．M 材使用）

3）Bolt；　ASTM　A－325

、
l
l
lI塾

　　　　　　欄馨　　駁
　　　　　　　　亀蔑　　㌔鞘
　　　　　　　　　〕　　　　N等

　　　　　　　！

響
韓
蝿等
欄

㎏航

職
＼
ミ
尊
緯
　 ・

’一噸一一㌃訟　　　　　　　　ε露ρ　　　　　　　　　　F鱈

伊『懲’・一 ．藁叢鮫星 ｝
簗 裟．ρ，σ4 ＼r叫…　　蓄、

二

昌

　8加’ρ’，，』ノ

‘アyρ．，

ん，，〃凸1”擢9β疋
22も6㌔’7：0一’脚’吻

2ρoo

　　　　　　　　　　　　ユー冒．：
　　　　　　　δ一一一”一下
　　　　　　　‘河’」妬f・朔ゴ己’〃｛．彰∫曜・’4勘麗
　oρ●〃’

　5門m．9あ4
‘8，ムノ．飛、尺，

』一一一一一一一一デ1・　　　　　　　＿＿＿＿＿ユー二ぞ
　　　　　　：ゐδ隔’疋，Q1κ爾伽
4陥’‘〆釦’ん‘fし茄艇♂伽冶菊湾

4」ρm凶‘eゴ」γ’加ク砿よ脚なr・！μ£
剛防4雄000ζゐゴ’3¢々σ厚’ん9伽・μφ1

♪ε
擢鶏プ
oの即リ
ノ04所
〃4r加！’ρσ鵡

特徴
車道巾員　　11。552m，H　S20－44荷重

支間比　　　1　　　2　　　1

中間支点部構高　　18．3m 中央径間に対する構高比 1／7．2

支点条件と橋脚高：　Pier4は Flxで26．3m（フーチング天端より脚天端まで）

中間端脚はFixとしている。

1） 鋼材はF．C．M（Fracture　Cr　ltical Member）材使用

2） 床版及び橋脚については，荷重強度設計法。

その他（上部主構等）については， 許容応力度設計法を適用している。
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国内事例　　鹿島大橋

1．橋種　　1

2．支間長　　；

3．幅員　　；

4．主構間隔　；

5．　トラス高　；

6．舗　装　　；

7．床版　　1

8．活荷重　　；

9．設計仕様書；

3径間連続曲弦トラス橋

69，2m＋170m＋99．Om＝338．2m

車道部5．000m＋地覆2＠0．450m

6．800m（C／Cトラス弦材）

17．000m（最大）

50mm　アスファルト舗装

鉄筋コンクリート床版　240mm厚

TL－20（道示　昭和48年2月）

道路橋示方書，同解説（昭和48年　2月）

10．材質　；1）鋼材

2）ボルト

3）鉄　筋

JIS　G3114，G3101
（SMA50，41，SS41〉

J　I　S　B　1186　（F　l　lT）

S　D30

8迎 ZO＠よ00 ／2ρ8郎わ

　　　　　　・6ア‘2の

アρ

275〃ρ

　　　　昌／勿6玖0

　　　　　　　　　8
ミ

　　　・77αP

l

　戸

，4，

κ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ》

　　　　　　　膨乙　　　0

β　　　乃・1砺、万 た　　　　　　　　■乙

π

車道巾員　　5．Om　　T　L－20荷重（一等橋）

支間比　　　1　；　2，45　：　1．43

中間支点部構高　　17．Om　　　中間径間に対する構高比　1／10

支点条件と橋脚高：　P1はExp．で27，3m（フーチング天端より脚天端）

中間橋脚はExp．としている。

一65一



~l~ 4~S2 ;~ ~ )1~ h:/ 

~~~~~ ~jl 

~･. 

, 

U, U･ u4 ,df u~ U, u･ Ue u,c U,, ,,}t ,J,1 u( "r L$ ( 
d, 

OP T 
U' 

v" U' 2~'~! 
~Isa' r7fe' vl' ul dej9~U':' ~ ¥1~¥s'~L~II { 

uL'i"' d,,dF 

vl 'd e' J ~ d!~ e 'r~ ' l" ' ~b~'L d Rn I ~" ~~¥ { d:~ ~'J~"5~~~ h~G, ' l J L~~~ y 

a id'e"' L4 !5J'e05 L1' 4eo' L' 'Llf,e(ellg"7) _f7Z'LI L' r 
L, 

:~',,,t u' 

'~~ 

'S 
~ 

L, 

U" 
' u'l !e~:'ula 

~tS "~t"'o' Ul' ' 
~.~ ~~, S ~ a LL~;/S ~a~ 

~~ 'l 
~ - lO' 

Lle " "eS Ltl 
- V L n 

,hl u~l 

~~ 
L 

u 

L 

, , r'9,1r~~~tll~pln : K:rs 

,, It' 
d, R,･, 4, 7 '-e ' z,Q 

wc b a la ,tO e 

~ ,, 

~ 

i"df;~r e""'s,~' P"er' 4 f S '$~'1L '-"e Fl!9 'e's ~"lo I / 'tJ~"' Je l)' O W'u"b't fb'~e 
4 p'~4,I 

l'et4e~ Jt~!' I ~"~':'1 '~f'. 
a'gl'eJI ~1'. ~ ?' J~1 'el 't. 4~"'ri'. 2 J~.e'l r;i" If Z"G~"el'~b l 'er '~ 19' pL 

Wlela' / ~"'/~":~IL ?':,. 
W J'I4' 

,. ~l .~( 3 'el ~t [ f{ -I z '~ "V'L 
"~ Z e "Sb :L 'el 'lb Z"el Q~"'. 

a a ""II" 
J' o '1T ) 

U"I fCb'l" e 'g~ i -l~Jr~!- FRJL~ eP 1-
i FX'/d W'/' er'l Ja" '1 S':' 2 i':" l'P!t' 1"' /ol 1'1 'z. 13r/4 '5'e' ,,, _ JdP IJ-r' ~ 
""d 've/d Sl'~e 'vfd, abl"r' !b~ 'd Je 
ef~ '9'~ 

! r/i'L>~?,! "T[ ~ 
It'~" R" L"I 

~ l"~'LI 1~r 'lr"'e"e C'Jry' s'c ~1lrt ,CI 'vl"!~d 
~I 1/1~5~ fr"mf d/ JbgiU:ll) J~~nQ!L~l 

~ 
ta :dl ¥_.,~Jld'l'~re"I "'~f _~~~y 
e . 

JiJ~L "IS 
~~~~ 

l~~1~~~~~~C~)'~'~'x'~!.~~~~t~iC~;~tt~~~*~. ･+y;tf-~~}~CT~]~i{~~~U~~V+~ ~~:tfT~:t~:i~} ~~(~ 

J:_~~~e~~~leF~~i~h~L!~~*t:~b. K- h 5 ~~".~~::~ UC~*~. 

~:~~,~i.i( SWAY PRAME ~:~~l/~~~~'~. 

- 66 .--



国内事例

雛

亀

　　　　餌

〔
§ 血㈱コ

l
N
　
　
　
　
　
5

∠》∠ソ

　　［5873］

諺＆

〃ρノμ

　　　　　θ鳳郭ゾ

」　ミ

8

卜千36尋1⑤＼E58a2〕

δ庭o・6ク2砂

β∬弘7J

　ZO＠8」‘と》・ノ00φつ

［］内1ご鍛計作用力2伽

一

一

劃

上弦材骨組線　02
8

凋画

●●oo

05 04

“A”詳細

　　　　　　　＼　　　　＼
　　　　　　　　漁　・
　るロヨはのしゆゆゆノロゆロ　　ル　　　　ヤヤ

世蹴㍊擁，懸ビ1

の 吐

∠

》
㌣

下横構は1一断面（溶接部材）で，交点において相互を添接板でボルト連結

上横構はひし形トラスとし，部材は1一断面（溶接部材）

幅員に対して支間長が大なるため，強固な横構を配している。

区間A，Bに対してS脚AY　FRAMEを組んでいる。　（太線骨組面）
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部位§3床版

海外事例

一

！

h¢療∫oξξ

6『ゼ（／3ぶフ6）

」

2ε！一23　轟 ／∫！一ヲ」 曜　　　　／る曜”6二。ワ

（6，フ7z？ ぐ免8／oノ （Z♂乙¢ノ

6②
／
＿
ヲ

4
7
　
　
　 ろ・r6孝　乙！2、344，

頃　臨49’一ボぐκ・882

／－6”ノ　　ζ580

l　　　　　　EPOXYCOATEDBARS

層
一
、
ゆ
災
i寂

Nこ
　1

1　　　／’
　　　　　　！

■

一
／

　　　　！
　　／

弁5一
（fら一一）

0”

（25ヂノ
　　　　　　　　　　　　　　　‘／‘岬ノ

＃‘躯グ「／78ク

AASHTO床版厚規定

水切り形状　　　ず一

特徴
　　　　上面鉄筋にはEPOXY　COATINGがされている。

　　　　AASHTOのかぶり規定では上側で2インチ，下側で1インチとなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　S＋3．05

　　　　　　　　　　　　　　　　30

　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　寸

　S＝床版支間（m〉

駄　＼N連続版の式で単純版の時は10％増

床版ハンチなし
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国内事例

格点部 中間部

』
■go

．　　　　　畦　　　　4 I　oo 0　　　96
名　，

喀
．b

プマ・一 gG嗣 1，＿．覧　匡u，・， 謬4‘晒

6
16ρ

一 li 1
3 一

課

3●o　喝

　　　6i！
　　　　　i

●　　　　o 9 ・9　　　　　　　　1 o 9　　9 o●　一ggo　　　l 9
I　go 11

（2の」

＆
〇I　l

蔑口 ＼
　ぺ（　　　＼

’○
＼
、

↑

／50

αのノ

＼＼

卯c乙／め

国内では鉄筋のCOATINGは例が少ない。

道路橋示方書・同解説にある鉄筋のかぶりは3cmとなっている。

示方書の規定　　．単純版で4L＋11，連続版で3L＋11（1等橋）

（以下示方書〉

水切り形状 床版ハンチあり
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部位§4弦材格点（下弦材）

海外事例

り

リ
マ
、

レ

塾

違

当
毘

5ideに

52 月

曙
…
2イ
i
4
、
　協』
　
　 、　　　　　’

　　、ン　　　、〆
　　　覧》

L

訳
東

Φ・

儀、
　　’　　　　噛
　　　　　！
　　　b　『い昌
　　　一　　■
　　　　で畜驚

　　　　　『

　　　　　『　　　　　隔　　　　　胃

　　　“

　　　ノ　’
硬　’ノ1
　　ヂ　　　　　　　　し
　、‘窟

　り一一』J

隔戸鍾

．碧

　z

1θxワ，6
‘ 一 ’

2：5‘吻

ご・〉履 16卯6
1　　　　　　一

！伽’
’
，1

”　　　9

　1
6

25ρ，店乏 空叫r7晦蜘剥

　　　　詫ザ

　　zω酬顧’
　　　　（7諏り

25擁姻4必＿
！伽r紐き，64彦河必

ノ2β〃瀟之

／

　甲　　　　曹一－

皇　ガ
　　　1一

1繊

『 、穐

1雌．窟彦

膨ア6β’z5”
’

』溜砺

ズ1嗣疋乏

特　徴

格点ガセットによって，各部材を連結しているため施工精度の面では調整がきく。

ガセット厚の決め方について検討したい。

格点ボルト結合がかなり困難を伴う。

下横構材のガセットヘの取付けが上，下に配置されている。

・ユrr！廻伽
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部位§7縦桁

海外事例

中間部構造 邑5ノ吻、が

1や2…・4・4一

所o！
4伽P

』L置一

縦桁と横桁の上面高をそろえた連結方法

i
l
E
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特　徴

H形鋼使用　　W21x50（529．1x165，gxg．65x13．6mm）20．83Fr×6．53『『×0．38’『xO．535’F

縦桁は単純ばりとして設計。したがって，縦桁と横桁の連結はせん断力のみ考慮し，ウェブ間だ

けで連結。

横桁との連結は，アングルを介して高カボルトで結合。　アングル　10L6x101．6x9、5mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4”×4”×3／8”
スタッド配置一一→　合成桁

端横桁を中間横桁より4％”（11．43㎝〉低くしており，橋端の床版を厚くできるようにしている。

床版の増厚部は縦桁と合成させており，縦桁のウェブに鉄筋を通すための穴をあけている。

R　C床版は，端横桁のフランジ先端までなので，縦桁ブラケット，張出し部がない。
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部位§8端横桁

海外事例
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特徴
　　1．

　　2．

3．

4．

溶接H形鋼　　中間部で同じサイズ

主構と横桁の連結は，アングルを添接板に使いボルト結合

　　アングル　8”x8”x％”（203．2×203．2×12．7mm）

スチフナー　　主構に近い所ではスチフナーと下フランジは面タッチ

スカラップの形状　　三角形
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・部位§9中間横桁

海外事例
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特徴

　　L

2．

3．

溶接H形鋼　　U，L－Flg．PL．16”x1％”（406．4x38．1mm）

　　　　　　　　　　Web　PL．3㌧4％『『～4甲4”x3／8”（1029～1321x9．5mm）

ウェブとフランジの溶接脚長5／16”（8mm）のすみ肉溶接（道示で計算すると9mm）

主構と横桁の連結はアングルを添接板に使い，ボルトで結合。上フランジは添接しない。

　　　アングル　4『「x4”x3／8”（101．6x101．6×9．5mm）　　ボルト1列

スチフナー　　PL．4”x5／16”（101．6x8mm）両側

ウェブ，フランジとの溶接　脚長　％”（6mm）のすみ肉溶接

引張フランジとスチフナーの間を13／4”（44．5mm）あけている。
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国内事例
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L　溶接H形鋼　　U，L－Flg。PL．300x16mm　　糎eb　Pし．1，100xgmm

　　ウェブとフランジの溶接　脚長6mmのすみ肉溶接

2．主構に直接アングルを用いて連結せずに主構からブラヶットを出し，添接板を用いて連結

3．スチフナー　　PL．90x8㎜　片側

　　ウェブ，圧縮フランジとの溶接　脚長4mmのすみ肉溶接，下ブランジとは面タッチ
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部位§11支承（Bearing）

海外事例

L　支承の配置

卿
薮級ク　　1 嵌膨

ウインド支承

ピン支承

ウインド支承

一
1

MOV

ノデル支承 Moレ 　　Fix

’ρ4　　　　　　　　　　　　搭　　　　　　尾

Fix　　　　　　ペン fル支承

特　徴

　　1．

　　2．

Mov＋Fix＋Flx＋Movとい支承配列

P6，P3橋台においては，ペンデル支承及びウインド支承を配置し，Up　Liftに対して配慮。

83



~3{~ 

~~; ~t~~!l 

2. P3~C~P6~)~~~: 

ll 
I: it 

l' 

¥¥ 

~¥-
-~ 

I~ 
_/.i :~ 

",_~~/~!_~.f; .'!~t_~ 

~L_ b > ~ ~l~ 
B 

II 

'~*r : : ~, LINKPIER 

. s_~r""~~~i~!s' d'Tr~HLli 

l"~:'~ t' ' 

{ 
~ 

e ~1 a ~ ~La 
_1-_-:{~1 t : o : : : : o ~~~~ 
~~:~:i~ ;_}:-' ' E 
~~1 : o '~ :b"' o: :: 'l' ~ D 

pL4N~ UPP-ErR ASJt'f' E~L 
v] 

A-At7 4 y F~~~C 

!-
-~:E~tlF~~ 

b'~1' efeld '~f be'l"' ' l"I'l"P~1~; 

A'IdjF:ar"'w'r 1's"t I~ hSi'~~~!~ldr-rG~~7i 
b H'i'r d"' fn"'r! 
1"C"r J~'J'V h-"g' 
el/'~ 

~~"'fP'~ ~ . sl'~rf 
I'] 

"Plr o~'nd "'d 
b"'Adr 'I' ~'c ef "ur 
-'J il'r ~" 

l':~~. . . . .1lr. (2~i_;,9r~' 

~~1:~~~"~' Pad 
~~.:':rl'lL~;!~i rep e'drp~f 

'11-
6X':Ou7' p~d~D l:?57::74/LS 

hr f d"'ii l" ~' 
ll 

rci~' 
'~, /zl./ 

, ~~ J; 

.~L 
'brw' 

~4~:l erl'd 'l;"' 

J5 WIJV 5Hb~ R-A 
IJMI7~~ /'-:'7Z r 'It-n4 

f ~: I ~･ It I f'~e("I~) 
l C-d 'l'~FfJ~e 

f 
J~ , i: '~":~' t 

/! '~ ~~ 

~. ~ ':~{i-:i 

Plep S ~ 1~. 5. (. ~ 

~ 
g)~ 

*,,:z , 

/1~i_ ! ! er ~"Z "';d 

,~,,,. a~e l-~~r' 

pL,a'V- L,9WER ASSJ/. 

~~~~ 

2. 

I~4 y ~~C~:, ~~yT"~)V~~7~:;~:~~~:U, ~i}T~U~~~~~7 Up LiftlC~~UCl~, ~yT~"V~~~:, 

~l~)4~'~~r~~:iC~~U~C}~, T~ 4 )/ ~~~7~:~i~~~CV'~). 

t)4 ;/ F~~~~i~, ~]1 ;l~~:tt~ i~~1 (A A~~~~~* H~) ~b~I;~;~ ;~~~)i:~~~~f~~~Jl~* 

t~i~tiiT~L~ ~~~ )~ 

84 --



部　位

海外事例
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特　徴

ペンデル支承は，図に示された様な構造で，上部工から下部工への力の伝達は，LINK　PIERを介し

て行なう。

上部工と，下部工を連結するLINK　PIERと，上部工との取り付け部は，

に切り欠き孔を設けてピン結合している。

トラス端部格点のガセット
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部位

海外事例
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特徴
　　1．日本と同様に，ピン支承を用いている．また，P4，P5両橋脚の支承は共に固定杳であるが

　　　施工時の誤差支点移動の影響を考慮して，P4橋脚の支承を図の様に・移動可能騰造として

　　　いる。
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邦位

海外事例
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特　徴
P4，P5翻の支承の上部工との取り合い部1ま，P3・P6と同様・トラス格点部のガセットを

図の様に加工して，ピン結合としている。
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